
子どもたちの成長と発達の支援
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保健福祉部 児童・障害福祉課
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舞鶴市の概要

面積 342.11平方ｋｍ

人口 91,831人
（うち65歳以上22,646人）

高齢化率 24.66％
出生数 約800人
児童数

就学前 4,992人
小学校 6,326人
中学校 2,672人

京都市

舞鶴市



≪主な施設資源≫

幼稚園 13園（民間 12園、公立 1園）

保育所 16園（民間 11園、公立 5園）

認可外保育所 5園
小学校 20校、中学校 8校
子育て支援センター ｾﾝﾀｰ型1か所、小規模型2か所

京都府立舞鶴こども療育センター

市保健センター

児童デイサービス施設

京都府立舞鶴養護学校

京都府中丹東保健所

～ 子ども達の成長と発達の支援 ～
（舞鶴市発達障害支援調査事業）

・平成１８年度末に策定の舞鶴市障害者計画に基づく取り組
み。（今後の事業展開を予想し、特に発達障害に関わる項目
は別途部会を設置するなど、策定・議論過程を重視）

ポイント

・平成１９年度より、市障害者計画に掲げた目標・取り組みを、
市内各関係機関が自らの立場と責任において研究・実践。

・３つの視点≪“早期発見”、“早期支援”、“成長の段階に応じ
た一貫した支援”≫での取り組みを、各機関、各担当が身近
なところ、実施可能なところから進める。

・平成１９、２０年度は厚生労働省「障害者自立支援調査研究
プロジェクト」の採択を受け、実施。



１歳６か月児健診（Ｍ－ＣＨＡＴ）

すくすく教室（親と子どもの遊び方教
室）

ペアレントトレーニング

巡回相談体制

児童デイサービス施設

発達支援ファイル

個別（教育）支援計画

関係職員研修

啓発
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市保健センター
国立精神・神経センター

市保健センター

市保健センター

市児童・障害福祉課
府中丹東保健所

市児童・障害福祉課
市社会福祉協議会

市児童・障害福祉課

市児童・障害福祉課
府立舞鶴こども療育センター

市教育委員会
府立舞鶴養護学校

市児童・障害福祉課
市教育委員会
府立舞鶴養護学校

市児童・障害福祉課

幼保職員体制のあり方

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

①幼保小連携発達支援会議

・大学教授、医師、学校長、養護学校教員、幼・保・児童デイサービス施設長、

保健師、府・市職員等１２名で構成（市内の関係施設を網羅）

・主に市障害者計画策定時の議論メンバー

・各取り組みの推進母体。進捗状況チェック、新たな施策提案をはじめ、特定

課題に係る議論等を行う。
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Ｍ－ＣＨＡＴ（Modified Checklist for Autism in Toddlers）

日頃の子どもの様子を23項目（舞鶴市では24項目）の質問に、保護者が

はい・いいえで答える質問紙。主に自閉傾向の子どもの早期発見に寄与。

ＦＡＩＬとなった児童については、その後の支援に展開。

②１歳６か月児健診（Ｍ－ＣＨＡＴ） ⇒平成２０年６月～

１歳６か月児健診

電話面接

１歳６か月

１歳９か月

２歳～ 発達相談

ペアレントトレーニング（※）
すくすく教室（※）
幼稚園・保育所、さくらんぼ園、
医療機関などへの連携 【市保健センター】

（国立精神・神経センター）

保健師

医師

早期発見

③「すくすく教室」

未就園児を対象とした子どもとの関わり方、遊びの教室

平成２０年１０月～ 市内保育所保育士が協力し、月１回から月２回実施へ

④「ペアレントトレーニング」

保護者対象の子どものほめ方教室

⇒平成２１年１月頃～

１歳６か月児健診精度向上（早期発見）に伴う早期支援環境の整備

【市保健センター】

早期支援


